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deutsch, dixel, deiker, deutschel, deuker, deuster; nd.では, duker等.
或は又他の表現を以て置換えた.その或るものは所謂隠語に属すると云っ
てもよい.例えばder bose Feind, der Bose, der Schwarze, der Daus,
der Geier (禿鷹), der Kuckuck (ほととぎす), das Hammerlein (小槌),
Gottseibeiuns桑原桑原), dieser und (oder) jener (誰かさん)等.
Teufel又はその異名或は縁語を基に姓が出来ていることも少なくない.
例えば: Hollriegel (地獄の門の意), Hellgreve (即ちHollengraf,地獄






















しているとも信じられている. HWas hinkt der Kerl aufeinemFuB?"
(あいつ何だって片足ちんばを引くんだ?-うろんな奴だ.)とか, HDa





















GP例としてはder Wilde Jager (注3)やFreisch也tz (注4)なども悪魔
の顕現と見られることである.
Teufelは既述の通り地獄に追放され,そこに呪縛されているが,時あ
って自由になることがあり, "DerTeufel ist los." (悪魔が自由になっ
た-一大事だ,さあ大変.)となる.そうなるとTeufelは暴状至らぬ
ところもなく, "Der Teufel legt den Menschen ein Ei in die Wirts-
chaft." (凶事や不和が人々の間に生ずる)し,悪夢のように人間を苦し
め,乗り移り,人間の中に入り込み,人間は悪魔に懸かれる.即ち,その
人問は"Er hat den Teufel im Leib."又, ‾"Er ist ein eingeneischter
Teufel." (悪魔の化身)であり,少し穏かな表現では, "Er ist ein ver-
teufelter Mensch." (ひどい人間,時には讃嘆の意味で,大した人間)と









darf (braucht) den Teufel nie (nicht) uber die Tiir (an die Wand)

































"ein dummer, armer Teufgl " (間の抜けた哀れな奴)である.
悪魔の名を呪いや罵言に用いることは非常に多い, ``in Teufels (Drei-
teufels) Namen" (悪魔の名に於て-畜生!いまいましい); "Hol
dich der Teufel! " (省略した形では.・ HDaB dich") (悪魔にさらわれ
ろ,くたばれ,うせやがれ!); ``Hoi rriich derTeufel!" (悪魔がおれ
をさらって行け--おれは地獄-落ちてもかまわぬ); "Dasistzum
Teufelholen." (そいつはひどい,とんでもない,真っ平だ.); "Geh
(Scher dich) zum Teufel! " (地獄-行け,くたばってしまえ,うせやが
れ!); "ZumTeufel!" (こん畜生,副詞的には,一体全体,絶対に
等); "Zum Teufel jagen (schieken) " (だしぬけに追放,免職,解雇す
る); "Sie ist zum Teufel," (彼女はもう駄目だ); "den Teufel
(auch)" (とんでもない,真っ平ごめんだ),
Teufelに関することわざの類は幾千というも過言ではない.荊述の
HMan darf den Teufel nicht an die Wand malen. 'もその一つである.
Teufelは亦植物やその他いろいろの物の名に使われることも多い.例
えばTeufelsabbiB (まつむし草); Teufelszwirn (くこ), Teufelskralle
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Etymologisches Worterbuch der deutschen Sprache ;
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カトリック大辞典;
新約聖書,旧約聖書;
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柳田国男監修民俗学辞典;
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